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図版１

二本柳遺跡上空航空写真
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図版２

１号・２号木棺は、２区の最上層

面で確認された戦国時代の寺院跡の

寺域から発見されました。

木棺には、掩字や真言の偶文が墨

で書かれ、当時の葬送の手順を書い

た元興寺極楽坊所蔵の『入棺作法』

と一致した内容を持つもので、全国

的にも注目されています。

１号木棺出土状況

霧

１号木棺内部状況

一I▲

e

‘。，〆

１号木棺蓋板

鴬申唾歳

》
繍
聯
欝
聯
徽
灘
無
職
購
轍
蟻
欝

鋤
蝿
詫
糊
蒋
亀



図版３

1号木棺内遺物出土状況
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１号木棺の蓋板は、「南無大日如

来」の意味を表す掩字が書かれ、北

側板外面には「八葉白蓮一肘間、柄

現阿字索光色、禅智倶入金剛縛、召

入如来寂静智」が、南側板外面には

｢迷故三界城、悟故十方空、本来無

東西、何虎有南北」の文字の一部が

読みとられます。
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１号木棺の内部からは、灰の他に

２枚の素焼きのかわらけ、数殊、六

道銭が出土しました。かわらけの皿

の上には稲穂が載せられ、葬送段階

の儀式に伴うものと考えられます。

骨が発見されず、灰が出土してい

ることから、火葬した骨を埋葬した

と思われます。
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1号木棺内遺物出土状況
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図版４

１号木棺内

六道銭出土状況

鍵

２号木棺に伴って発見された４枚の木簡には、「迷故

三界城、悟故十方空、本束無東西、何虎有南北」の文字

が読みとれます。
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2号木棺出土呪符木簡
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図版５
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１号井戸出土兜飾り金具
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２区からは、８基の井戸が発見さ

れました。井戸の深さは、旧地表面

から数十～80センチと浅く、地下水

位が高かったと考えられます。

１号井戸の内部からは、兜の前立

と推定される金銅製の飾り金具が出

土しました。

この飾り金具は、長野県下伊那郡

阿智村の長岳寺に残されている伝武

田信玄所用の兜の前立てと極めて類

似しています。

乱

駕欝
聯

■ｑ

''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''1||||||||||||lllll||||||||||||||||||||||||||||||||’
０１２３４５６７８９旧

rq

1号井戸内遺物出土状況

１号井戸

bL5

堂￥手



図版６
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2区上層水田遠景

２区の上層水田では、大きさ

や形が地形に応じて不整形のも

のが目立ちます。大畦畔は、表

層条里の方向に沿ったものが多

く、自然地形の複雑な扇状地の

条里型土地割りの実体を示して

いるようです。

２Ｂ区上層水田遠景



図版７

２区２号溝発掘の様子

2区上層水田面発掘の様子

２区５号畦畔と６号溝



図版８

２Ｂ区15号．１６号水口

水田面からは、裸足で人が歩いた

痕跡や鋤跡がよく残されています。

２Ｂ区上層水田

２Ｂ区上層水田足跡



水田近くの畦畔には、畦畔木

が植えられ、その根本には馬の

下顎骨が残されていました。水

口祭りの痕跡と考えられます。

2区８号水口

２Ｂ区下層水田面

畦畔木列は、幹線的な機能を持

つ大畦畔に見られる施設で、一定

の間隔で植えられています。

樹種はヤナギ属、モモ、ウツギ

属が確認されています。

２Ｂ区下層水田の杭列と畦畔木

図版９
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図版1０
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３区上層水田は、地形に沿って多

角形の水田などが発見されていま

す。

3区上層水田

３区上層水田

3区上層水田の

調査の様子



３区上層水田に残されたこれらの

溝は、畦畔に沿って掘り込まれたヌ

ルメの施設と考えられ、鋤による工

具痕が明瞭に残されています。

３反卜層水田５号溝鋤痕

図版1１

3区上層水田３号溝

3区上層水田５号溝



図版1２

３区上層の７号水田には、格子

状の作業動線を示す足跡が発見さ

れました。

３区上層７号水田



3区下層水田畦畔木列

図版1３

３区上層水田斎串状木製品出土状況
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この斎串状木製品は、水田面に突

き刺すような状態で発見され、水口

祭りなどの水田祭祁に使用されたと

考えられます。

削

3区上層水田面動物骨出土状況
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図版1４

4区上層水田

４区上層水田

４区西側土層断面



４区１号溝とした水路は、南

側に堅固な大畦畔を設け、杭列

で補強されていました。

4区下層水田面と１号溝

智匹

１Ｊ

４区１号溝内動物骨出土状況

〈

4区１号溝内動物骨出土状況
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図版1６

4区下層水田の調査の様子

４区下層水田

１号２号水口

４区上層水田鎌出土状況



４区下層水田

雛形木製品出土状況

4区下層水田斎串状木製品

図版1７

４区下層水田斎串状木製品



図版1８

４区下層水田遠景
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４区下層水田の調査の様子

４区の堆積状況から弥生時代

中期から現代まで４ｍ近い土砂

が堆積している様子が観察され

ました。

こうした堆積から、洪水など

の災害に何回もみまわれた人々

が自然に立ち向かいながら生活

していたことがわかります。

４区西側土層断面
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二本柳遺跡は、甲府盆地西部の釜無川右岸に位置し、我が国屈指の規模をもつ御勅使川扇

状地と、滝沢川によって形成された小扇状地の接点に立地しております。

本遺跡の発掘調査は、一般国道52号（甲西道路）改築工事・中部横断自動車道建設工事に

伴い、平成３年度から平成４年度の２年間にわたって実施きれました。調査の結果、戦国時

代の寺院関係施設や、古代末から中．近世の水田跡が発見されました。

付近は加賀美遠光の居館跡とされる法善寺が存在し、当寺院に関連の深い福寿院が16世紀

段階には本遺跡まで寺域を拡大していたものと考えられます。寺域は溝によって区画され、

その内部空間からは井戸跡８基、火葬骨を埋葬したと思われる木棺が２基発見されました。

この木棺には、焚字や真言密教系の偶文が墨書され、『入棺作法」にもとづく埋葬例として

は全国的にも極めて類例の少ない、中世の葬送様式を知る上で貴重な発見となりました。

遺跡全体にわたって検出された水田は、古代末から中世前半のものが54面、中世後半のも

のが44面、近世のものが９面が検出され、畦畔や水口、水路、杭列、畦畔木列などの水田施

設もあわせて確認されております。また、水田面からは斎串形木製品や動物骨などが多数発

見され、それぞれの時代の水田経営や祭祁の実体を解明する具体的資料が蓄積されたと考え

ます。

この報告書が多くの方々 の研究の一助になれば幸甚であります。末筆ながら種々 の御協力

を賜りました関係機関各位、並びに直接に調査整理に従事していただいた皆様に厚くお礼申

し上げます。

2000年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長大塚初重
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１．本書は、山梨県中巨摩郡若草町十日市場字二本柳地内に所在する二本柳（にほんやなぎ）遺跡の発掘調査報

告書である。

２．本発掘調査は、中部横断自動車道建設工事に伴って、建設省から山梨県教育委員会が委託を受け、山梨県埋

蔵文化財センターが実施した。

３．本報告書の編集・作成は、山梨県教育委員会学術文化財課中山誠二と山梨県埋蔵文化財センター保坂和

博、大木丈夫が行った。

4．本文の執筆は中山が担当した。関連科学については、動物遺体分析を西本豊弘氏（国立歴史民俗博物館）に、

プラント・オパール分析および火山灰分析を帝京大学山梨文化財研究所に、大型植物遺体同定分析を株式会

社パレオ・ラボに、植物微化石および樹種同定分析をパリノ・サーヴェイ株式会社にそれぞれ依頼した。各

章および各節の執筆者は以下のとおりである。

第１章第１節～第３節、第２章～第３章、第４章第５節・第６節中山誠二

第１章第５節、第４章第４節小林健二（山梨県埋蔵文化財センター）

第４章第１節河西学（帝京大学山梨文化財研究所）

第２節吉川純子（株式会社パレオ・ラボ）

第３節パリノ・サーヴェイ株式会社

第７節西本豊弘（国立歴史民俗博物館）

第８節外山秀一（元帝京大学山梨文化財研究所、現皇学館大学）

５．発掘調査および整理作業において次の調査・業務を下記機関に委託および依頼した。

航空写真測量………………株式会社シン技術コンサル

木製品保存処理･………･…･帝京大学山梨文化財研究所、吉田生物研究所

６．遺構のトレースは中山、遺物の実測およびトレースは、小林健二、望月厚子、垣内律子が行った。

７．本報告書にかかわる出土品および記録図面、写真などは一括して山梨県埋蔵文化財センターに保管してあ

る。

８．発掘調査から報告書作成に至るまで次の諸氏、諸機関から多大なるご教示、ご協力を賜わった。記して心よ

り感謝申し上げたい。（順不同、敬称略）

今村文匡、水野正好、笹本正治、金子裕之、西本豊弘、谷口一夫、萩原三雄、外山秀一、河西学、平野修、

畑大介、鈴木稔、高橋学

若草町教育委員会、帝京大学山梨文化財研究所、コンピユータ・システム株式会社、株式会社シン技術コン

サル
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1．遺構および遺物の挿図縮尺は原則として次のとおりである。

《遺構》

◆各地区全体図１/400 ◆井戸跡１/４０

◆水田面詳細図１/100 ◆水田エレベーシヨン縦方向1/20、横方向1/200

◆セクション１/８０，１/4０◆その他の遺構１/４０

《遺物》

◆土器・陶磁器１/３ ◆石製品１/３，１/６

◆金属製品１/２，２/３◆木製品１/３，１/６，１/１

２．図版中のスクリーン・トーンは以下のような内容を示す。

《遺構》谷部、セクション図水田土壌砂目

《遺物》陶磁器断面ドット、須恵器断面黒、木製椀断面網目、漆部ドット

金属器断面黒、石製品断面細かい網目、炭化部分砂目

遺物出土状況図版の記号は以下の遺物を示す。

●：杭、■：土器・陶磁器、▲：木製品、□：石製品、★：金属製品、○：植物遺体、

☆：動物遺体

挿図第２図には、国土地理院発行の1/25,00O甲府、小笠原、市川大門、鰍沢を使用している。

本報告書の土色については、小山正忠・竹原秀雄『新版標準土色帖一1990年版』を使用した。

表、図中および本文中使用の方位の北（N）はすべて真北を表わし、磁北はこれより６．西に

３．

凡 例

衣、凶干やJ､Ｕ､牛ＸＨ－Ｉ'1史用(ﾉﾉ刀似の北（Ｎノはすべて具北を表わし、磁北はこれより６･西に傾く。

遺構図版中の標高は海抜高を示す。

水田面積の計測には、プラニメーターを使用し、３回の計測を行ってその平均地を面積とした。使ノ
タマヤPLANIX5000である。

表内の計測値においてカッコ内の数値は残存値を表わす。水田および畦畔にかかわる数値は、検出

値より明らかに大きいと判断された部分については残存値十αで表わした。

使用機器は

９．
検出された数
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第１章遺跡の概要と調査経過

第１節調査に至る経過

一般国道52号（甲西道路）改築工事と中部横断自動車道建設工事に伴って、平成元（1989）年から平成３

(1991）年にかけて中巨摩郡白根町から甲西町までの総長６kmの試掘調査が行われ、１０ケ所の遺跡が確認された。

二本柳遺跡の試掘調査は平成２年（1990）年に行われ、その結果、延長300m程の地域が遺跡の範囲として認定

され、本調査が行われることとなった。

二本柳遺跡の本調査は、山梨県教育委員会が建設省の委託を受け、山梨県埋蔵文化財センターが実施するこ

ととなり、平成３年９月から12月にｌ区・２区、平成４年４月から12月に２ｂ区・３区・４区の現地調査が行わ

れた。

第２節調査組織

１．調査主体

山梨県教育委員会

2．調査機関

山梨県埋蔵文化財センター

3．調査担当者中山誠二・丸山哲也（平成３年度）

中山誠二・小林健二（平成４年度）

4．調査員小林健二（平成３年度）

5．発掘調査作業員（順不同）

（平成３年度）

井上ことじ望月和佳子平重蔵伊藤順子矢崎正美西川真人名執秀明依田智子小川良子品川桂

子嶋津志すゑ深沢真由美海野かね子末木みづほ石川いく子深沢初美乙黒さつき小野節子西

川澄子大木つや子石原京子土井みさほ河野静夫海野長雄塚原美子塚原亮子原秀禎河野な

み江小堀昭子樋口美由紀小沢みち子河西涼子佐久間てる田中富子鈴木福子佐塚トラヨ佐塚

金作大森喜美子芦沢八千子芦沢ひろ江黒田美江子深沢朋治郎鮫田進佐藤春雄川住ふき子鈴

木うた子細川初三桜田みさ江桜田定子桜田和子石川武上田重喜野沢友彦古屋まさ江川崎し

げみ河野和子河野きみ江川込光貴鮫田博重小清水清隆渡辺きよ立川なつじ井上文一望月政

子渡辺貞子

（平成４年度）

斎藤利男斎藤直江鮫田博重鮫田進深沢朋治郎秋山長平秋山とみ安原敏夫芦沢ひろ江芦沢八

千子折井きぐ河野静夫西川真人野沢友彦功刀四郎石原京子小野節子上田重喜内田修一深

沢貢植田忠愛保坂静夫保坂よしみ深沢はつ江堀内婦志江秋山悦子秋山よし子斎藤いつ子深

沢はる子秋山昭二井上正子深沢常晴山本文子村松道浩斎藤仙平渡辺実三五味範弥加西武子

志村キヨ杉田一雄佐久間てる中村寿人斎藤昌雄手塚君恵秋山博保坂壮彦深沢総司若菜永子

飯室菊美細川初三深沢照明浜辺きみ子石川茂子大森玲子樋口しげ子仙洞田しづえ望月里子

佐久間篤子名取律子石川洋子松野充延松野なを美望月厚子渡辺洋子石原京子小野節子土屋

ふじ子
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(平成８年度）望月厚子、垣内律子

(平成11年度）佐野貢雪、平川涼子、石原清子

第３節発掘区の設定と調査の方法

今回の本調査にあたっては、平成２年の試掘調査に基づいて、１区から４区の発掘区の設定を行った。調査

対象面積は１区で1,400㎡、２区で2,700㎡、３区で1,700㎡、４区で2,700㎡で、各地区において２～３面の文化

層の調査を行った。

この発掘区全体をカバーする形で、国家座標第Ⅷ系のＸ＝-43,890.00～Ｘ＝-44,220.00,Ｙ＝-1,380.00～

Ｙ＝-1,470.00の範囲に５ｍ四方を基本とするメッシユをかけて、Ｙ軸の東西方向をアルフアベツト、Ｘ軸の南北

方向をアラビア数字によって、グリッド表示した。Ｘ軸は真北を指し、本遺跡基点杭（A-1）の座標は、Ｘ＝-

44,215.00、Ｙ＝-1,395.00を示す。東西軸はこの基点より西側をＢ、Ｃ，Ｄ…Ｏ、東側をＺ、Ｙ、Ｘ…Ｖとし、南北

軸は基点より北側へ向かって２，３，４…65とした。したがって、グリッドの各基点は、グリッド番号の南東

杭を表わす。

発掘調査は、まず調査対象地域を各区毎に長さ７ｍのシートパイルを打ち込んで囲み、その内側に排水用の溝

を掘り、２４時間体制で排水処理を行える施設を確保した後に実施した。この時の排水溝は、調査時の断面観察

用にも利用した。第２に発掘区内の表土および現耕作土を重機によって除去し、その後人力によって遺構確認

を行った。

遺構番号については、現地で随時名称をつけていったが、整理・報告書作成段階で全面的に番号の変更を行

った。遺構番号は各区毎に更新し、複数の文化層が存在する場合には各区の通し番号となっている。また、２

区および２ｂ区は調査年度が異なるために便宜的に区名を分けたが、遺構番号は２区と２ｂ区通して付けてい
る。

遺構の調査は、確認時の遺構が溝の様に掘込まれたものか、畦畔の様に地面に突出したものかを判断するた

めに、各区に幅30cm程のサブトレンチを東西南北方向に入れて、随時遺構の性格を確認しながら全体的な掘り
下げを行った。

遺物は極力原位置を保つことを原則とし、コンピューター・システム「SITE」を使用して光波測量機とハン

ドヘルドコンピユータでその座標と標高を記録した。原位置が調査中に移動した遺物については、グリッド番
号で取り上げを行っている。

第４節層序

本遺跡は、滝沢川が作り出した２次扇状地の埋没微高地（旧中州）上に立地しているため、その微地形の形

成過程において度重なる洪水等の影響が認められる。それらは各地区においてほぼ共通して認められる洪水堆

積層と、ある地点に限定して局地的に確認できる堆積層が存在する。さらに、堆積物の粒形や方向‘性からも起

源地の異なる洪水も観察される。また、ｌ区と２区の問には時代のことなる埋没旧河道（１６世紀以前及び近
世）が存在していることも明らかになった。

したがって、全区を通した堆積層の対応関係を明らかにすることは困難であったため、各地区での層序番号

とその地層観察の結果を表として各区のセクション図に付した。各地区の遺構面とされる安定した土壌層を鍵

層として、その前後の堆積対応関係と地形の形成過程をある程度復元することは可能であると考える。
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第５節調査経過

平成３年度

第１次調査では、ｌ区を平成３年８月中旬から下旬、２区を９月上旬から中旬にかけてシートパイル架設工

事を行い、架設工事の終了した地点から順次発掘調査を行った。ｌ区では、９月～10月中旬に江戸時代の水田

面の調査を行い、１０月下旬～11月中旬にかけて古墳時代前期の包含層と弥生時代中期の遺構面の調査を実施し

た。２区では、１０月初旬から表土剥ぎの作業に入り、１１月に最上層の寺院北関係の遣構面（16世紀)、１１月下旬

～12月下旬にかけて上層水田面（14～１５世紀)、下層水田面（10～13世紀）の調査を行った。両地区の調査は１２

月27日に完了し、完了地点より順次埋め戻し作業を行った。

平成４年度

第２次調査は廃土置き場を考慮して２ｂ区、４区、３区の順に行った。平成４年４月上旬から第１次調査同

様まず２ｂ区の架設工事を行い、中旬から表土剥ぎ、下旬から２区から続く寺院杜関係の遺構面、５月中旬～

６月下旬にかけて上層水田面、下層水田面の調査を実施した。この間４区は５月下旬に架設工事、６月上旬か

ら表土剥ぎ、同月下旬から10月上旬にかけて上層水田面、下層水田面、さらに弥生時代中期の遺物包含層を調

査し、１１月上旬で完了した。３区は８月中旬に架設工事、下旬から表土剥ぎ、９月下旬から12月中旬にかけて

上層水田面、下層水田面の調査を行った。各調査区の完了後に埋め戻し作業を行い、１２月24日にすべての調査

が完了した。
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第２章遺跡の位置と環境

第１節地理的環境

二本柳遺跡は、山梨県中巨摩郡若草町十日市場字二本柳地内に所在する。

遺跡の所在する若草町は、甲府盆地の西部、甲府市の南西約12kｍに位置し、御勅使川扇状地の南端部と滝沢

川扇状地、釜無川の氾濫原によって形成された比較的平坦な地形を持つ。それらの扇状地の西側にある市之瀬

台地は、上位から上野山面、伝嗣院面、市之瀬川面に分けられる。３面のうち上野山面は信州ロームの中期と

新期ロームに相当する上野山ロームと伝嗣院ロームに、伝嗣院面は伝嗣院ロームによってそれぞれ覆われてい

るとされる（甲府盆地第四紀研究グループ1969「甲府盆地の第四系｣)。

一方、御勅使川、釜無川扇状地の地形については、高木勇夫、中山正民両氏の精力的な研究成果がある（高

木・中山1983「甲府盆地西部地域の地形｣、中山・高木1987「微地形分析よりみた甲府盆地における扇状地の形

成過程｣)。以下両氏の地形分類に基づいて遺跡周辺の地理的環境について概観したい。

御勅使川は櫛形山・大崖頭山・千頭星山などの２千メートル級の山々を源流とし、駒場付近から八田村高砂

付近まで東流し、釜無川に合流する。この扇状地は釜無川河床との比高差12～14ｍをはかり、扇端部の一部が開

析きれていることから更新世に形成された旧期扇状地と考えられてきた。しかし、扇頂付近で御勅使川河床と

扇状地面の高低差が少なく、その扇状地面が完新世になってもしばしば洪水を受けることから、中山．高木ら

はこれを新期扇状地としている。このことは甲西道路関連の一連の発掘調査においても、各時期の文化層とそ

れを覆う洪水堆積物が互層となって堆積する状況やカワゴ平軽石Kgの降下状況からも肯首される。

本遺跡の立地する滝沢川は、御勅使川扇状地を切って流れ、櫛形町小笠原付近を扇頂として小扇状地を形成

している。交差点（intersectionpoint）ともよばれるこの様な地点では河川の流れが岸をのり越えるのに十分な

深きになると河岸に向けて突出部が分岐し、広い突出部が交差点より下流側に形成されて、小規模な扇状地を

作り出す。この２次扇状地には、滝沢川に平行して土石流が堆積した微高地と埋没旧河道による微凹地が発達

している。

本遺跡は、御勅使川の扇端部と滝沢川の２次扇状地が接する地点にあたり、全体的には北西から南東に向か

って緩やかに傾斜する緩傾斜扇状地に存在している。遺跡周辺をさらに細かく見ると、上記の滝沢川が作り出

した埋没微高地（旧中州）とその周囲の微凹地（埋没旧河道）によっていくつかの微起伏が存在している様子

が観察できる。これらの微地形がどのような経過で形成されたのかは、詳細にはまだ不明な点が多いが、本遺

跡に限っていえば、地表下3.5ｍに弥生時代中期の面が確認されており、この２千年間においても洪水による砂

喋層と安定した土壌層の互層によって地域一帯が厚く覆われ、現地形が作出されていることが明らかになった。

現在この地域には、南北の軸が真北から６度東偏する条里型地割が広く認められ、遺跡東側には一町（109m）

を基本とした碁盤目上の土地区画がよく残されている。

第２節歴史的環境

若草町の遺跡は、町誌編纂に先立って行われた1986年の分布調査で、８６ケ所が明らかにきれた。また、隣接

する櫛形町においても1989年に遺跡詳細分布調査が行われており、239ケ所の遺跡が周知の遺跡として登録され

ている。これらの調査を通して、釜無川右岸の峡西地方における遺跡の分布状況がかなり詳細に捉えられるよ

うになった。また、保坂康夫氏はこれらを基に、この地域の遺跡の立地と動態について詳細な検討を行ってい

る（第３図、保坂1990「原始・古代の遺跡」『若草町誌』)。
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第２図周辺の遺跡と二本柳遺跡
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第１表周辺の遺跡一覧

番号 遺跡名 時代 番号 遺跡名 時代

１ 古屋敷 平安 4４ 角力場第１ 平安

２ 八幡第１ 古墳後～平安 4５ 角力場第２ 古墳、平安

３ 北林第１ 古墳後期 4６ 角力場第３ 平安

４ 八幡第２ 平安 4７ 角力場第４ 弥生、古墳、平安

５ 村北第１ 古墳、平安 4８ 林間第１ 古墳、平安

６ 今井前第１ 平安 4９ 林間第２ 古墳、平安

７ 今井前第２ 平安 5０ 林間第３ 弥生、古墳

８ 今井前第３ 平安 5１ 新居道上 (古墳)、平安

９ 今井前第５ 古墳前、平安 5２ 新居道下 弥生～平安

１０ 村井第２ (弥生)、古墳～平安 5３ 宮前 平安

1１ 村北第３ 古墳～平安 5４ 伊勢前 平安

1２ 八幡下 古墳、（奈良)、平安 5５ 南前第２ 古墳、平安

1３ 上ノ切第１ 5６ 南前第３ 弥生

1４ 村東 5７ 南前第４ 古墳前期

1５ 上ノ切第２ (古墳、奈良)、平安 5８ 八丁第１ 平安

1６ 上ノ切第３ 古墳、平安 5９ 八丁第２ 平安

1７ 今井前第４ 弥生～平安 6０ 古河原 平安

1８ 今井前第６ (弥生)、古墳 6１ 大津麦第１ 平安

1９ 寺部村附第３ 平安 6２ 舎中第１ (弥生、古墳)、平安

2０ 寺部村附第２ (弥生～古墳） 6３ 大津麦第２ 平安

2１ 寺部村附第７ 平安 6４ 大津麦第３ 平安

2２ 寺部村附第１ 弥生～古墳 6５ 舎中第２ 平安

2３ 下ノ切第１ (古墳、奈良)、平安 6６ 舎中第３ 平安

2４ 中ノ切 (弥生、古墳、奈良)、平安 6７ 舎中第４￥ (弥生、古墳)、平安
2５ 中西第１ 弥生、（古墳、奈良)、平安 6８ 蔵ノ西 平安

2６ 下ノ切第２ (古墳)、奈良、平安 6９ 鎮守 平安

2７ 反田第１ 平安 二本柳 弥生､L古墳、平卜安、中近世
2８ 中西第２ 弥生、古墳、平安 7１ 西前田 平安

2９ 村附第９ 平安 7２ 流間 平安

3０ 村附第６ (弥生)、古墳、平安 7３ 前田道下 平安

3１ 村附第５ (弥生)、古墳 7４ 向第１ 平安

3２ 村附第４ (弥生)、古墳、（奈良） 7５ 向第２ 平安

3３ 村附第1２ 弥生、古墳 7６ 清住 (弥生、古墳）
3４ 村附第1１ 弥生、古墳 7７ 溝呂木道下 平安

3５ 村附第1３ 古墳 7８ 溝呂木道上第４ 平安

3６ 村附第８ 平安 7９ 河原添 平安

3７ 中西第３ (弥生)、古墳、平安 8０ 溝呂木道上第２ 平安

3８ 反田第２ 平安 8１ 溝呂木道上第３ 平安

3９ 反田第３ 平安 8２ 溝呂木道上第５ 平安

4０ 御崎 平安 8３ 北林第３ 平安

４１ 南前第１ 平安 8４ 北林第２ 平安

4２ 南前第５ 平安 8５ 溝呂木道上第７ 古墳

4３ 寺部村附第1０ 弥生、古墳、（奈良)、平安 8６ 新田 古墳
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縄文時代にまで遡る遺跡は、これまでのところ若草町内には発見されていない。この時期の遺跡は、南アル

プスの山塊から東側に迫り出す市之瀬台地上やそれらの台地と扇状地の境界にある緩斜面に多く分布し、わず

かながら御勅使川の扇状地の崖線上にも分布が認められる。また、市之瀬台地下の坪川扇状地に存在する鋳物

師屋遺跡（235）では、中期中葉の環状集落が調査されている。したがって、この時期の遺跡は主に山麓や台地、

扇状地扇頂部などのそれ以前に形成された比較的安定した地域に集中し、現在の扇状地扇央部から沖積低地へ

の進出傾向はきわめて弱い。遺跡立地の上でのこの傾向は、縄文時代の狩猟や植物採集．加工を主体とする生

業形態と表裏の関係をなしているものと思われる。

これに対し弥生時代以降、若草町内の遺跡数は急増し、人々の活動が扇状地帯から氾濫原へ積極的に進出し

ている様子が第３図からも理解きれる。地表面の分布調査によると弥生時代の遺跡は、確実なもので''ケ所、

その可能性のあるもの12ケ所ほどが知れられている。その後の発掘調査では、二本柳遺跡において弥生時代中

期初頭の土器が出土したほか、油田遺跡で中期中葉～後葉、大師東丹保遺跡で中期後葉、十五所遺跡で中期前

葉、新居道下遺跡においても後期初頭の資料が発見されている。

これらの多くの遺跡は、御勅使川扇状地上にのる鏡中条西部、寺部北部、十日市場東部の地域に集中してい

るが、本遺跡の発見例を考慮すると滝沢川の２次扇状地にもまだ地中深く該期の遺跡が存在していると考えら

れる。現地形は前２者において地下水位が深く乾燥した台地型の土地環境を示し、後者の地域において地下水

位が高く低湿な環境を持つことから、前者に集落、後者に水田などの生産域が広がるものと推定される。保坂

は、遺跡分布と現在の地下水自噴帯の関係に注目し、飲料水の確保と湿田経営に適した地域に当時の人々が進

出したとしている。これらの考えは巨視的にはほぼ正鵠を得ていると思うが、実際の調査結果では当時の地下

水位や河道、微高地の位置は、必ずしも現地形に反映されていない場合もあり、今後の発掘調査などにおいて

各時期の微地形復元と遺跡分布の相関をきめ細かく再検討していく必要があろう。

古墳時代の遺跡は、若草町内では30遺跡が知られ、可能性のあるものを含めると42遺跡存在する。前期段階

の遺跡は、ほとんどが御勅使川扇状地上に立地し、滝沢川の小扇状地の微高地にも分布する。この傾向はすで

に弥生時代後期に認められるが、それまで遺跡の少なかった下今井南東部や十日市場北東部・西部にも分布の

範囲が広がり、遺跡数も格段に増加することが指摘されている。該期の遺跡としては、櫛形町村前東A遺跡（95）

において住居比140軒を超える集落が確認されており、東海系土器群を主体とする集団が弥生時代末にこの地を

一つの拠点として集落展開を行い、やがてそれらの集団がこの地域で物見塚古墳などの前期古墳を作り出すま

での勢力になって行ったことが窺える。

後期段階では21遺跡がすべて御勅使川扇状地上に分布し、滝沢川扇状地の微高地にはほとんど遺跡が見られ

なくなる。この現象は、時代が新しくなるにつれて扇状地扇端部や沖積低地へむかう峡西地方の遺跡全体の在

り方とは逆行した内容を示している。

一方、古墳の分布はどうであろうか。遺跡の所在する若草町には寺部地区に塚が３基残されているが、周囲

の状況からいずれも古墳ではなく中世以降に作られた十三塚や富士塚と推定されている。しかし、釜無川右岸

の峡西地域にはこれまで白根町で２基、甲西町で１４基、櫛形町で１０基、増穂町で９基の古墳の存在が明ら

かにされている。また、本調査と同じく甲西バイパス関連の調査では、甲西町大師東丹保遺跡で沖積地に埋没

した円形の低墳丘墓が新たに発見きれた（保坂和博1995『大師東丹保遺跡皿)。

これらの内、前期古墳としては大師東丹保遺跡の古墳（267）が４世紀末～５世紀初頭、櫛形町物見塚古墳

(222）が５世紀初頭、増穂町法華塚古墳（277）が５世紀中頃、櫛形町六科丘古墳（179）が５世紀末に比定さ

れている。前期段階にこれだけの古墳が分布する地域は甲府盆地南の曽根丘陵に次ぐ規模で、当時の生産力の

拡大と政治的な権力の高揚がこの峡西地域でも比較的早い段階で行われていると見られる。
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弥生時代後期
古墳時代前期

古墳時代後期
奈良時代

平安時代前半
平安時代後半

第３図若草町内の時代別遺跡分布（保坂1990「原始・古代の遺跡」『若草町誌』より）
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後期古墳では、甲西町熊野神社古墳（270）が６世紀前半、白根町おつき穴古墳（288）が６世紀後半ときれ

るほか、甲西町塚原（235～255周辺）や増穂町春米（273～280周辺）などに集中する古墳群が後期のものと推

定されている。

奈良時代の遺跡は、新居道下遺跡（52)、八幡遺跡(2)、今井前遺跡第４遺跡（17)、下ノ切第２遺跡（26)、

村北第３遺跡（11）の他、１２遺跡ほどでその可能性が示唆されている。いずれも御勅使川扇状地扇端部を中心

とする鏡中条地域に集中する。

平安時代の遺跡はその前半期に51遺跡、後半期に56遺跡が知られるが、御勅使川扇状地上の遺跡に加え、滝

沢川の小扇状地の微高地上に遺跡が増加する点がそれ以前と大きな違いとなっている。該期の集落様相は、新

居道下遺跡に見るように住居が数十軒単位で集中した集落をなす場合と、村前東Ａ遺跡の様に数軒単位の住居が

分散する閑村型の集落の両者が存在し、当時の村落形態を知る上でも非常に興味深い。

ところで、この時期にかかわる重要な遺構として条里型土地割の問題がある。この地の条里型地割が真北よ

り６度東偏する事実は、すでに須藤賢・谷岡武雄氏の「甲斐条里の諸問題」（1951年）で指摘されているが、こ

の地割がいつから施行されているかについては不明な点が多い。保坂は若草町誌の中で、遺跡分布が滝沢川扇

状地に減少する奈良時代にその起源を遡らせ、古墳時代後期以後の水田開発との延長で条里の出現を考えてい

るが、それを積極的に裏付ける資料はない。むしろ、甲西バイパス関連の一連の調査では、条里型水田の景観

は１０世紀以後のもので、平安時代後期以降の荘園経営と密接にかかわって登場した可能性が高いことが判明し

つつある（中山誠二1996「甲府盆地の埋没条里一条里の施工時期をめぐって－」『条里制研究』１２)。

古代律令期において大井郷とぎれていたこの地域は、平安末期以降、加々美荘、奈胡荘、小笠原荘、大井荘

に分割支配されたとされ、加賀美遠光をはじめとする甲斐源氏の土着化の基盤となった地域でもある。この時

期の遺跡の本格的な調査はこれまでなかったが、大師東丹保遺跡において13世紀を中心とする方形の溝区画や

建物杜が確認され、その周囲に広がる条里型水田の存在を含めて、当時の景観復元が可能となってきている

(新津健1994「大師東丹保遺跡Ｉ」)。

また、中世後半期の室町～戦国期の寺院吐に関係した資料が二本柳遺跡から得られている（新津・五味1992

『二本柳遺跡一農道建設に伴う中世寺院跡の発掘調査一j)。これらの資料は、法善寺の子院の一つである福寿院

にかかわる遺構、遺物で、当寺が江戸時代末に消滅するまでの状況を知るうえで極めて重要な内容を持つ。今

回の調査においても、この寺院に関連する16世紀代の遺構が発見きれている。

これまで峡西地域では、櫛形町を中心とする市之瀬台地上や富士川にそそぎ込むいくつかの小河川の扇状地

扇頂部を除いては、ほとんど遺跡の実態が不明な地域であった。しかし、中部自動車道関連の一連の調査によ

って御勅使川や滝沢川の扇状地扇央部から沖積低地にかけての地形の形成過程や歴史的変容が徐々に解明され

ようとしている。

－１１－





第３章 遺構と遺物



第３章遺構と遺物

第１節第１区の遺構と遺物

第１区では、１１a層で近世の水田が確認され、それに北側へ連続する層位で埋没旧河道が検出されている。さ

らに、その下部では16a層で平安時代の遺物、１８b層～21a層前後で古墳時代前期の遺物、遺構が検出された。

１．江戸時代の遺構と遺物（第４図～第17図）

１）水田（第２表）

この面の水田杜は、畦畔、水田面、水口、杭列、溝などで構成されている。水田は、Ｇ～Ｎ－１～６グリッドの

東西約30ｍ、南北約30ｍの地点に展開し、総面積約900㎡である。その北側は谷によって途切れているが、東西

および南方向にさらに水田は広がるものと予想される。

各水田は北西から南東に緩やかに傾斜する微地形にそって区画されるため、不整形を呈する。

これらの水田で5号水田が最も標高が高く、264.20m前後をはかる。また、１号水田の東側と８号水田は標高

263.80m前後で、１区水田の中でももっとも低い値を示している。各水田面の落差は約10cm程で、同一水田内で

も南東部分が最も低くなっている。

水田施設は、畦畔、杭列、水口、ヌルメの溝などがあり、１号・２号・５号水田面北側には人間の足跡や稲

株状の痕跡が検出された。

２）畦畔（第３表）

畦畔は、１２本確認されている。これらの水田畦畔は北西から南東に向かって緩やかに傾斜し、水田面の等高

線に沿って設定されている。

ｌ～11号畦畔は、水田を区画する中畦畔である。１２号畦畔は、北側の谷部と水田域を分割する主要な大畦畔

で、谷に沿ってＮ-70～80°－Ｗの方向に設定きれている。この畦畔は調査区中央より東側では２本に分岐して

いるが、断面観察により当初12b畦畔であったものが、洪水によって新たに12a畦畔に改修されたことが判明し

た。また、１２号畦畔には杭列が設けられ、堅固な作りとなっている。調査では、谷部から流れ込んだ砂喋がこ

の畦畔によってくい止められ、南側の水田面への進入を防いでいる様子が観察された。したがって、１号～１１

号畦畔は水田区画、１２号畦畔は谷部との境界および出水時の護岸と、畦畔の機能差が認められる。

３）杭列

１号杭列、２号杭列が12号畦畔に沿って打ち込まれ、３号杭列が調査区南東部の１号水田と８号水田の境に

存在する。

１号、２号杭列は総数155本の杭が打ち込まれている（第８図)。杭列は12号畦畔から12b畦畔に連続しており、

改修後の12a畦畔にはほとんど杭が打ち込まれていない。

杭は細い幹の部分を材として使用し、その先端部のみを削って尖らせている。このうち杭No.2、No.10、

No.20、No.30、No.40、No.53、No.56、No.57、No.58、No.62、No.63の樹種同定を行った結果、マツ属、クリ、

ヒノキ属が使用されていることがわかった（詳細は第４章第３節参照)。

３号杭列は１号と８号水田の境界を東西方向に走るが、その西側は４号畦畔を越えてざらに連続している

(第11図)。杭列に沿って畦畔等が認められないことから、上層水田とした近世の水田面よりざらに上部から打
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ち込まれた可能性が高い。

４）水口

水口は畦畔が25～40cm程途切れた形で、４ケ所確認された。これらはいずれも水田間に設けられた水口で、

水路からの取水口は確認されなかった。

ｌ水口は２号水田から１号水田へ、２水口は３号水田から8号水田へ、３水口は４号水田から３号水田へ、４

水口は３号水田から１号水田へそれぞれ水を流し込むために設置きれている。

したがって、この地区の取排水の構造は、水田面の全体的な傾斜に沿って北西から南東方向に順次水を流す

仕組となっており、１２号畦畔の西側で水路からの水を取り入れ、最終的には調査区南東に予想される排水路に

向かって流れていた可能性が高い。

1水口

（位置）Ｈ－４グリッドに位置し、２号水田と１号水田の境界に存在する。

（規模・配水方向）１号畦畔と２号畦畔の途切れ部の幅は25cmを測り、水口の２号水田側と１号水田側では、

６cm程の落差が認められる。配水方向は２号水田から１号水田である。

2水口

（位置）Ｊ－ｌグリッドに位置し、３号水田と８号水田の境界に存在する。

（規模・配水方向）３号畦畔と４号畦畔の途切れ部の幅は25cmを測り、水口の３号水田側と８号水田側では、

６cm程の落差が認められる。また、３号水田側では水口に向かって浅い凹地が認められる。配水方向は３号水

田から８号水田である。

3水口

（位置）Ｌ－１グリッドに位置し、４号水田と３号水田の境界に存在する。

（規模・配水方向）７号畦畔と８号畦畔の途切れ部の幅は20cmを測り、水口を境に４号水田側と３号水田側

では、１０cm程の落差が認められる。配水方向は４号水田から３号水田である。

4水口

（位置）１－２グリッドに位置し、３号水田と１号水田の境界に存在する。

（規模・配水方向）２号畦畔と３号畦畔の途切れ部の幅は25cmを測り、水口を境に２号水田側と３号水田側

では、８cm程の落差が認められる。配水方向は３号水田から１号水田に向かうが、この地点は３号水田の中で

も比較的高い地点にあり、２号水田から３号水田に取水された水の一部を分岐して、１号水田に流すための水

口と推定される。

５）溝状遺構

１号～４号溝は、埋没旧河道とした谷部底面に認められる。この谷地形は、旧河道の痕跡であるが、凹地と

なった時点では常に水が流れる流路ではなく、出水時にのみ周囲の水が集中する地点と考えられる。１号から

３号溝はそうした水が流れた自然流路の可能性が高い。しかし、４号溝は同じ谷部にありながら調査区北部か

らの溝が東方向へ屈曲し、人為的な水路遺構と判断される。

５号溝は、２号水田と３号水田の境を東西方向に走る。長さ5m40cm、幅40cm、深さ10cmを測る。この地点に

は、本来は２号畦畔と６号畦畔を連結する畦畔が存在したと推定され、２号水田から３号水田に入った水を一

時的にこの溝に溜め、水温をあげるヌルメの役割を果たしていたと思われる。
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1号溝

（位置）調査区北側のＨ～Ｋ－７．８グリッドに位置し、谷部底面に検出された。

（形状・規模）長さ17m、上端幅0.5～1.2m、下端幅0.25～0.6m、深さ0.1～0.2ｍを測り、Ｅ－３０ｏ－Ｓの方向に

やや蛇行して走る。溝の東端部は２号溝へ向かって途切れるが、流水方向としては連続すると思われる。

（出土遺物）なし。

2号溝

（位置）調査区北東側のＧ－６グリッドに位置し、谷部底面に検出された。

（形状・規模）長き2m、上端幅0.7～1.2m、下端幅0.3～0.8ｍを測り、その西端部が広がる。溝の西端部が途切

れるが、付近の等高線から判断して、１号溝から連続する溝と考えられる。

（出土遺物）なし。

3号溝

（位置）調査区北側のＨ～Ｋ－７グリッドに位置し、谷部底面に検出された。

（形状・規模）長き13.5m、上端幅0.4～1.3m、下端幅0.2～0.6m、深さ0.2ｍを測り、ほぼ西から東方向に走る。

溝東端部で１号溝と接する。

（出土遺物）なし。

4号溝

（位置）調査区北側のＦ～Ｈ－８．９グリッドに位置し、谷部北側の緩斜面に検出された。

（形状・規模）長さ11ｍ、上端幅0.65～2.1mm、下端幅0.3～1.7m、深さ0.4ｍを測る。本溝は、調査区の北から

Ｅ－８０ｏ－Ｓの方向に走り、Ｈ－８杭付近で東西方向に変化する。検出状況から人為的な水路と考えられる。

（出土遺物）なし。

5号溝

（位置）２号水田と３号水田の境界部の１．Ｊ－３グリッドに位置する。

（形状・規模）長さ5.5m、上端幅0.5m、下端幅0.3m、深さ0.1ｍを測る。Ｅ－１５ｏ－Ｓ方向に走り、両端部が途

切れる。

（出土遺物）なし。

６）出土遺物とその出土状況（第５図・第１7図）

上層水田に伴う遺物は、陶磁器、木製品などがある。014,015は１号・２号杭列、その他の遺物は水田直上

層から検出されている。

陶磁器（014～018）いずれも染付の破片で、０１４．０１６は碗口縁部、017は碗胴部、015は碗底部、018は皿

の底部である。016は両面に文様が描かれ、外面に平行線文、内面に菱形文が連続して見られる。014,017,

018は植物と推定される曲線的な文様が描かれるが、小破片のため文様の種類は不明である。これらの染付は、

18世紀頃の所産である。

木製品（019～021,025）水田面から４点出土している。019は長き15.4cm、幅5.8cm、厚き0.5cmの板状木

製品である。図中の右側端部には切り込み面が見られ、他の部材と組み合わせて使用したものと考えられる。

０２０．０２１は棒状木製品としたもので、いずれも先端部を削って尖らせている。長さは020が19cm，021が25cmで、

樹種はヒノキ属の一種を使用している。025は錘具（ツチノコ）とみられる木製品で、長さ12.3cm、幅4.3cmの完

形品である。細い丸太材を使用し、上端付近に切り込みを巡らし、紐掛けとしている。また、底部端部もカッ

ト面が良く残されている。４号水田直上から出土している。
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２．平安時代の遺物（第17図）

１６a層とした土層より平安時代の遺物のみが検出された。

ｌ）出土遺物

土師器（011～013）011は口径14cmの坪で、外面側面にはロクロ整形痕が認められる。その形状から高台

付坪と推定され、９世紀前葉に位置付けられる。012は玉縁状の口縁をもつ皿破片で、推定口径14cmを測る。１０

世紀代の甲斐型皿と推定される。013は口径11cmの坪で、胴下半部にヘラケズリ痕を残す。

3．古墳時代の遺構と遺物（第17図）

１８a層～21a層にかけて古墳時代前期の溝状遺構１基が検出され、同一層位に土器、木製品が出土した。

ｌ）溝状遺構

ｌ区南西部に６号溝が検出された。

６号溝（第５図・第６図）

（位置）ｌ区南西端のＭ・Ｎ－２．３グリッドに位置する。

（形状・規模）本溝は21a層を切り込んで掘込まれ、その底部は26a層にまで及ぶ。溝の長さは5.5ｍ、上端幅

２ｍ、下端幅1.8ｍ、深さ0.64cmを測り、断面形態はＵ字型を呈する。本溝はやや湾曲して北西方向から南東方

向に走り、さらに調査区の西側および南側に連続していると推定される。

（出土遺物）溝覆土上部の18b層から動物骨が数点出土している。動物の種類については、第４章第７節参

照。

２）出土遺物とその出土状況（第５．１７図、第１６．１７表）

２１a層から21点、２４a層から12点の遺物が出土している。この内、２１a層中の土器13点、木製品2点、２４a層中の

木製品１点（022）を図示した。

土師器（001～010）００１～004は、Ｓ字状口縁台付蕊（以下S字尭）の口縁部である。口縁の上端部が比較的

よく発達し、外反する特徴を持つ。001～００３は小破片のため肩部下の調整が不明な点が多いが、Ｓ字尭のC類～

D類に比定される。他方、004は肩部に横走するハケ目が見られない特徴から、Ｄ類のS字妻と思われる。OO5は

ヒサゴ壷に系譜を持つ長頚壷の口縁部である。００６は高杯の坪部の破片で、推定口径21cmを測る。００７．００８は高

j不脚部破片で、円形の透かし孔部分が認められる。００９．０１０は単純口縁台付尭の胴上部で、肩部は屈曲し、外

面にハケ目調整、内面にヘラケズリが認められる。

これらの土器は、いずれも４世紀後半の古式土師器の特徴を示している。

木製品（022～024）022は現存長21.4cm，最大幅5.5cm、厚き0.5cmの杓子状木製品である。柄の上端部が欠

損しているが、柄から杓子部にかけて括れ、先端部が丸く仕上げられている。使用樹種は、ヒノキ属の一種と

推定される。023は長さ34.9cm、幅3.6cm、厚さ2.2cmの棒状木製品である。端部側面にＶ字型の浅い挟りが認めら

れる。樹種は、コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種とされる。024は長さ16.7cm，最大幅6cm、厚さ1.2cmの組み

合せ木製品の部材と考えられるが、製品の名称は不明である。本体中央に円形の貫通孔があり、その周囲は両

端部より一段下がった切り込み面をなす。両端部はほぞを削り出し、側面に他の部材との連結に使った小孔が

認められる。樹種は、ヒノキ属の一種を使用している。
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水田番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

面積

？
●

(㎡）

119.92

88.03十 ａ

147.76＋

149.62＋

14.22十 ａ

13.88＋ ａ

番号 長さ（､）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

1１

1２

１２ａ

l2b

7.2

9.4

8.2

３＋ ａ

5.2

7.6

7.6

？
●

1５

6.8

9.6

1３

１６＋ ａ

1４

ａ

ａ

最高標高

(､）

264.02

264.12

264.02

264.14

264.26

264.26

264.16

263.90

264.00

方位

Ｎ－２
。

－Ｅ

Ｎ－１７
◎

－Ｅ

Ｎ－５７
０

一Ｅ

Ｎ－６０
。

一Ｅ

Ｎ－１２ｏ－Ｅ

Ｎ－２３ｏ－Ｅ

Ｎ－２３
０

－Ｗ

Ｎ－５３
◎

－Ｅ

Ｎ－６９
◎

－Ｅ

Ｎ－４
◎

－Ｅ

Ｎ－１１
◎

－Ｅ

Ｎ－５２
◎

－Ｅ

Ｎ－８０
０

－Ｗ

Ｎ－７６
。

－Ｗ

Ｎ－７０
０

一Ｗ

第２表１区水田一覧

最低標高

(､）
周囲の畦畔番号 施設 備考

263.70 １．２ l水口．２杭列

263.96 １．２．５．６．１２ｂ 5溝

263.84 ２．３．５．７．８ ２．３．４水口、５溝

263.97 ６．７．８．９．１１ ３水口

264.02 ５．９．１０．１２

264.21 １０．１１

264.11 1１

263.78

263.84 l2a、１２ｂ １．２杭列

第３表１区水田畦畔一覧

上端幅（c､） 下端幅（c､）
方向性 備考

最大 最４、 最大 最ﾉ１、

直 4６ 3６ 7１ 5２

直 5４ 2８ 7９ 5１

直 5１ 3６ 7５ 6１

直 4２ 2１ 7１ 4７

直 1１２ 3６ 1４１ 5９

曲 5６ 4１ 7４ 6３

直 5１ 3７ 8４ 6３

3６ 6９ ３水口の付近のみ幅

直 6０ 2５ 8３ 4４

直 5９ 2５ 7６ 4９

曲 4８ 3２ 116 7１

直 143 7０ 230 1４１

直 7７ 2８ 1１０ 4６

直 137 1６ 156 5０

－３１－



第２節第２区の遺構と遺物

第２区では、７ａ・７ｂ層上面において戦国期の寺院跡、９a層で上層水田、１１a層で下層水田が検出された。

ｌ戦国時代の遺構と遺物

該期の旧地表面には、溝状遺構３条、井戸跡８基、木棺２基、掘立柱建物跡１基が確認きれている。

ｌ）溝状遺構

１号溝状遺構は２区の北東に存在し、東西８ｍ程で途切れている。２号溝は調査区西側に沿って南北に85m程

のび、その北西でほぼ直角に折れ曲がり、東側に向かって延びる。この溝は調査区北側に１カ所途切れた部分

が認められ、その東側で鍵の手状に折れ曲がった溝となっている。おそらく溝の切れ目が小規模な出入り口と

なっていたと思われる。また、２号溝は埋没後竹林となっていたと判断され、土地の境界としての機能は、近

世まで残っていたと推定される。遺構、遺物の出土状況から、かつての福寿院の寺域が16世紀代にはこの地点

まで広がっており、２号溝がその境界を表わす溝であったと考えられる。３号溝は、１号溝南側に存在し、３

号井戸と重複するようにＬ字状に延びた浅い溝で、両端部が連続せずに途切れている。

１号溝

（位置）Ｂ・Ｃ－２３グリッドに位置する。

（規模・形状）遺構の北側は未調査区に延びるため全体の形状・規模は不明であるが、東西８ｍ程で南側中央

部に張り出しをもつ。

（出土遺物）なし。

２号溝

（位置）調査区西側に沿うように南北に溝が走り、２区北西コーナーで90度方向を変え、東方向に調

査区外へ向かってのびる。

（規模・形状）幅ｌ～２ｍ、深さ40～110cm程の溝である。南北方向は長さ85ｍを測るが、この溝はｌ区では

確認できないことから、２区の南側で途切れるか、あるいは東側に直角に屈曲して現在の町道に沿って延びて

いた可能性がある。Ｇ-26グリッドおよびC-28グリッドで土橋状の切れ目が存在し、完全な水路とはならな

い。したがって、溝の機能は境界溝である可能性が高い。Ｃ-27～28グリッドでは、幅１ｍ程の土橋を挟んで

溝が鍵の手状に屈曲し、出入り口状の施設となっている。

また、覆土上層部は竹の根が非常に多く含まれており、近世期には溝は埋没し、帯状の竹林となっていたこ

とがわかる。

（出土遺物）溝内出土資料には、素焼土器、陶器（No.065～085)、石製品（No.086～104)、木製品

（No.106～109)、鉄製品（No.105）などがある。

素焼土器の内、No.65～072,074は、土師質のⅢで直径９cm程の小型品から、直径13cm程の中型品が認めら

れる。底部が残存する個体の観察では、いずれも回転糸切り痕が認められる。No.073は土師器の蓋摘み部で

ある。No.075は、高台付坪底部破片で、底部に回転糸切り痕が残る。陶磁器ではNo.076が天目茶碗、No.077

が染付碗、No.079が瓦質の脚付き土器、No.078,080は土師質のすり鉢である。No.081～No.085は、常滑口縁

部破片で、口縁部形態により分類される。

石製品には、砥石、ひで鉢、石臼、五輪塔などがある。砥石（No.086）は長き11.5cm、幅5.8cm、厚さ3.3ｃｍ

の柱状砥石で、全面に研ぎ痕である線状痕が認められる。087は、直径約6cm程の球形の用途不明石器で、上

下にやや窪みをもつ。088および090～098は、ひで鉢としたもので、直径11cm程の小型品から24cm程の大型品

－３２－



まで見られるが、最も数が多いものは20cm前後のものである。いずれも深い窪みが認められる。089は、石皿

状の製品で、下部に脚が認められる。’COは安山岩製茶臼の下臼で、中央部に軸孔が穿たれ、受皿をもち、底

面には粗いノミ痕が認められる。’0'は石臼の下臼で受皿を持たない。中央部に軸孔が認められ、底面にはノ

ミ痕が残される。102は石臼の上臼片で、側面には挽き木を固定するほぞ孔が認められ、横打込み式のタイプ

である。供給口、底面には粗い目が刻まれている。１０３．１０４は五輪塔の風輪部で、104では固定用の孔が開け

られている。

105は、鉄錐と見られ、茎部断面は円形、先端部断面が長方形となる。

3号溝

（位置）Ｂ～Ｄ-20～22グリッドに存在し、３号溝と重複する。

（形状・規模）溝はL字状の形状をなし、東西10m、南北11ｍを測る。

（出土遺物）なし。

２）井戸

２区のＣ～Ｇ-15～24グリッドにかけて、８基の井戸が確認されている。これらの井戸は調査区の西から北側

を巡る２号溝によって囲まれた空間内に認められ、井戸間の距離は８～10ｍほどの間隔で散在するように存在す

る。井戸の構造は、石組井戸３基、素堀井戸４基、木組井戸１基があり、深さは20～100cm程の浅い井戸である。

井戸の最下面は、不透水層の直上面となっており、使用された当時においても地下水が相当高い位置にあり、

浅い井戸で十分機能したことが理解される。

１号井戸

（位置）２区南側のＥ-15グリッドに位置する。

（規模・形状）直径180cm、内壁径90cm前後の円形井戸で、側部に４～５段の石を積んだ石組構造をとる。

深さは旧地表面より８０cmと浅いが、最下面のシルト層が不透水層となり、その上部の砂層を伏流した地下

水が集まり、集水‘性に富んでいる。

（出土遺物）１号井戸からは、114～122が出土している。114～116は、推定口径8.0～10cm、高さ2.0～2.5

ｃｍの土師質の小型Ⅲで、胴部に横ナデの整形痕を明瞭に残す。１１５．１１６は胴部下半部で屈曲する。119は、灰

粕壷の肩部破片で、肩部に平行する横線文が認められる。120は、漆塗りの木製椀で胴部が残存する。121は

現存長11cm程の、先端部をとがらせた棒状木製品である。122は、長さ5.4cm、幅5.0cm程の湾曲した金銅製の

飾り金具で、表面に細い文様が毛彫りされている。中央部上下に貫通孔が認められ、上部に腕状の突起部が認

められるが、右側は欠損している。本資料は兜の前立の一部と判断され、長野県下伊那郡阿智村長岳寺に信玄

愛用の兜前立として伝来されているものと類似する。

２号井戸

（位置）２区東側のＤ-18グリッドに位置する。

（規模・形状）直径120cm、内壁径70cm前後の円形井戸で、側部に４段の石を積んだ石組構造をとる。深ざは

旧地表面より４５cmと浅い。井戸上面に石が充填され、井戸の廃棄時における行為とも推定される。

（出土遺物）123のみが検出きれた。先端部に削り痕をもつ長さ17.7cmの箸状木製品である。

３号井戸

（位置）２区東側のＣ・Ｄ－２０グリッドに位置し、３号溝と重複する。

（規模・形状）直径200cm、内壁径110cm前後の円形井戸で、側部に４～５段の石を積んだ石組構造をとる。

深さは旧地表面より６０ｃｍと浅い。２号井戸同様に井戸上面に石が充填され、井戸の廃棄時における行為とも
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推定される。

（出土遺物）１２４．１２５が検出きれた。124は漆椀の高台部で、内面に赤漆、外面に黒漆を施している。１２５

は、鉢形の土師質土器破片で、推定径24cm程を測る。

4号井戸

（位置）２区中央部のやや南側のＦ-17グリッドに位置する。

（規模．形状）直径150cmの円形の素堀井戸で、すでに上部が削平されていたため深さは確認面から15cmほど

を測る。底部には鋤などによる掘削時の工具痕が認められる。

（出土遺物）なし。

５号井戸

（位置）２区中央部のやや西側のＦ－１９．２０グリッドに位置する。

（規模・形状）長径175cm、短径160cmの楕円形の井戸で、深さは確認面から70cm前後を測る。井戸枠部は、

樽状木枠でその外側を石で固定している。

（出土遺物）樽に使われた枠は23本で、長さ48.5～50cm、上端幅６～８cm、下端幅５～6.5cmを測る。木枠

部に縦方向の手斧による削り痕、３カ所に竹による絞め痕が認められる。木材の観察から、１２６－①、③、

④､⑥、⑪、⑮、⑲、⑳、⑳、⑳は板目とり、１２６－⑤、⑦、⑧、⑩、⑬、⑭、⑯、⑰、⑳は柾目とりの材で

あり、樽を作製する際に１本の材から効果的に材を切り出し、加工していることが解る。

６号井戸

（位置）２区中央部のやや東側のＤ・Ｅ－１９グリッドに位置する。

（規模・形状）長径220cm、短径180cmの不整楕円形の素堀井戸で、深さは確認面から55cmほどを測る。井戸

内部から篠や木材が検出されている。

（出土遺物）127～156が出土している。出土品には、土師質小型皿（128～134)、土師質皿（127.132～

134)、土師質鉢（136～138,142)、瓦質すり鉢（139)、瓦質内耳土器（140.141)、瓦質鉢（143）などの土

器類と、箸（144.145)、棒状木製品（146)、板状木製品（147～150,153～155)、曲げ物底板（151)、曲げ

物（152)、組合せ木製品（156）など木製品がある。

７号井戸

（位置）２区西側のＦ・Ｇ－２２グリッドに位置し、２号溝と重複する。

（規模・形状）短軸140cm、長軸160cmの楕円形の素堀井戸で、深さは確認面から20cm程を測る。すでに上部

が削平されていたため掘込みは非常に浅い。

（出土遺物）なし。

８号井戸

（位置）２Ｂ区東側のＣ-24グリッドに位置する。

（規模・形状）直径100cm程の円形の素堀井戸で、深さは確認面から45cm程を測る。底部南側に直径25cm程の

小ピットをもつ。

（出土遺物）漆椀１点（No.157）が出土している。推定口径は22.0cm、現状の器高5.8cmを測る。内面に黒

色、外面に赤色の漆が残る。

３）木棺

２区では２基の木棺が発見されている。いずれの木棺にも、真言の偶文が棺または木簡に記きれている。こ

れらの木棺は、元興寺極楽坊所蔵の『入棺作法」に記載きれた内容と共通点が多く、中世の葬送儀礼を知る上
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でも極めて重要な資料である。

１号木棺（第26図・写真68～70）

（位置）Ｅ-25グリッドに位置する。

（形状・規模・出土状況）縦80cm、横55cm、高さ20cmの組み合わせ式の木棺である。木棺周囲には、当時の

地表面を木棺埋納のために浅く掘込んでいる。木棺の部材には相互に連結するための孔があけられているが、

釘などが残されていないことから、孔同士を紐等によって結び、組み合わせて固定していたと推定される。確

認時には上部の砂喋層の土圧によって蓋板が崩れ落ち、側板が曲がった状態で検出された。

底板は、長さ58cm、幅6cm前後、厚き１～1.5cmの細長い板を４枚等間隔に並べて敷いている。側板は長軸方

向では、長さ80cm、幅20cm，厚さ1cm前後、小口となる短軸方向では長さ55cm、幅20cm，厚さ１～1.5cmの板材

を組み合わせている。上部の蓋は長さ81cm、幅22cm、厚さ1cm程の板材を２枚並べ、その上に２枚の細長い板

材を載せて、蓋板のおさえとしている。

棺内北側には灰跡が確認され、稲穂を載せたかわらけ２点、古銭６枚、数珠と考えられる植物種子などが同

時に出土していることから、遺体は火葬の後、副葬品と共に埋納された判断される。

（出土遺物）

蓋板０２６－④には、中央部に南無大日如来を示す党字（オンアビラウンケン）と書かれ、蓋板③との合わせ

部分には焚字の（ア）が墨書されている。③の蓋板にも文字が書かれており、赤外線観察等も行ったが判読不

能である。小口板⑤には真言種子「(八葉）白蓮一肘問、（柄現阿）字素光色、（禅智倶入金剛）縛、（召入如来

寂静）智」（括弧内は判読不能）と書かれ、小口板⑥には「(迷）故三界城、（悟）故十方空、（本来）無東西、

（何）処有南北」と書かれている。側板cmには焚字で種子が墨書きれているが判読不能である。また、０２６－

⑪の底板には、焚字の（バン）が書かれている。

027は口径11.6cm、底径6.6cm，高さ2.0cmのかわらけの皿で、底部には回転糸きり痕が認められる。また、

028は口径10.0cm、底径5.0cm、高さ2.2cmの皿で、底部調整は027と同様に回転糸きりによって切り離しが行わ

れている。２枚のかわらけは重ねて配置されており、稲穂が皿に載せられていた。

数珠玉（029～039）は、ボダイジュの果実に孔を開け紐で連結したと推定きれる。ほとんどがすでに割れ

ているが、１１点のみは完全の姿で残っていた。種子は直径0.7cm程の大きさで、貫通する孔が穿たれている。

古銭（047～052）は、永楽通賓２枚、景徳元賓１枚、祥符元賓１枚、元豊通書１枚、照寧元書１枚で、い

ずれも明～北宋時代の中国銭である。

２号木棺（第２６．７１図）

（位置）Ｅ-21グリッドに位置する。

（形状・規模・出土状況）1991年の試掘調査時に発見され、断面観察のみで平面形態は不明であるが、木棺

構造は１号木棺と同じく４枚の底板を敷き、側板を組み合わせたものである。側板の長き90cm、幅20cmを測

り、１号木棺よりやや大きい。断面観察では、木棺埋設に伴う土坑が確認されている。棺にともなって、古銭

３枚、木簡４枚、かわらけ皿１枚、土師質の鉢２点が出土している。

（出土遺物）

木簡は、長さ38～39cm、幅3.4～3.8cm、厚さ0.2cmほどの先端を尖らせた木札で、上端部を塔婆状に仕上げ

ている。040には「(焚字）何処有南北｣、041には「(覚字）本来無東西｣、042には「(党字）悟故十方空」と

書かれており、043は判読不能である。

かわらけは、口径9cm、底径5cm、高き1.7cmの皿で、底部には回転糸きり痕が認められる。045は、土師質の

鉢で口径29cmを測る。046は口径33cmの鉢で、口縁部が内屈する。
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古銭（053～055）は、天聖元賓、皇宋元賓などである。

２．室町時代の遺構と遣物（上層水田）

２区堆積層の９a層とした層上面に水田面及び水田遺構が検出された。確認された遺構は、水田26面、畦畔４４

本、水口24ケ所、溝５条があり、室町時代前半の14世紀～１５世紀のものと判断された。この時期の遺構は調査

区南側では河道によって削り取られ谷が形成されているが、この谷は上面の戦国期の２号溝が切り込んでおり、

短期間に埋没したと推定きれる。

ｌ）水田（第28図、第４表）

水田面は２区全体に渡って展開し、扇状地扇端部に位置する地形に沿って、北西から南東に向かって傾斜し

ている。水田の最高地点は24号水田で標高264.35ｍ、最低地点は14号水田で標高263.52ｍあり、東西方向で20ｍ

の間に約80cm傾斜していることになる。平均４％にも上るこうした急斜度は、水田造作においても整然とした

方形区画を阻み、地形制約の大きい水田を作り出している。水田面積は、最大の25号水田で139.61cm、最小の７

号水田で5.66cm＋αと１区画の水田規模の差異が非常に大きい。

各水田内の落差は10～28cmで、同一水田内でも南東側が低くなっている。したがって、水田内の水配りは北

ないし西側の水田から供給され、南または東側の水田に排水されるシステムとなっている。

上層水田は、後述する下層水田の区画を原則として踏襲し、大畦畔で囲まれた内部をさらに細かく分割して

いる。したがって、下層水田が洪水砂で埋没し、あまり時間をおかずに上層水田が復旧きれ、その際に若干の

区画変更があったものと判断される。

水田施設は、畦畔、水口、溝などがあり、８号、９号、１１号、１２号、１５号、１６号、２１号、２２号、２５号水田で

は人間の足跡が検出された。

特殊な遺構としては、１５号水田北西隅の26号畦畔上部から馬の下顎骨が検出されている（第34図)。近接して

木根が確認されたことから、２６号畦畔端部の木の下で馬下顎骨を使った水口祭りが行われた痕跡と推定される。

２）畦畔（第28図、第６表）

畦畔は44本確認されている。ｌ～３号、５号、８号、１１～19号、２１～25号、２７号、３１号、３２号、３４号、３５号、

38号、４４号畦畔は、下層水田の中～大畦畔をほぼトレースする形で作られており、洪水層によって下層水田が

覆われ、ほぼ同地点に畦畔を復旧したものと思われる。この際、いくつかの畦畔は地点の変更が行われ、大畦

畔で囲まれた水田内部はいくつかの地点でさらに分割されている。

また、１号、２号畦畔では復旧の際に明確な畦畔を設けず、水田段差のみとなっている。５号畦畔は下層水

田の48～50号畦畔を踏襲するものであるが、上層の５号畦畔では畦畔中央部に溝が作られ、吠畝状の施設とな
っている。

畦畔の規模は、５号畦畔が最大で、下端幅3.67ｍ、高さ40cmを測る。また、３号、８号、３８号、４３号畦畔も下端

幅が１ｍを超える大畦畔で、下層水田の畦畔とも一致していることから、土地区画の主要な畦畔として機能して

いたと考えられる。これらの主要畦畔の南北軸は、真北から２～10度ほど東偏して作られている。

３）水口（第28図）

水口24ケ所確認された。これらの多くは、東西方向と南北方向の畦畔が接する水田のコーナー部分に設置さ

れ、わずかに畦畔中央部を切断する例も見られる。これらの水口は、自然地形を反映し、西から東、または北

から南へ向かって水が流れるように配置されている。
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1水口

（位置）Ｇ-19グリッドに位置し、７号水田と8号水田の境界に存在する。

（規模・配水方向）１０号畦畔と6号畦畔の途切れ部の幅は約１ｍを測り、７号水田から8号水田、９号水田へは

１０cm程落差が認められる。配水方向は、７号水田から8号及び9号水田である。

2水口

（位置）Ｇ-20グリッドに位置し、６号水田と8号水田の境に位置する。

（規模・配水方向）１０号畦畔と11号畦畔の途切れ部幅は約60cmで、水口を挟む水田間の落差は約10cmである。

配水方向は、６号水田から8号水田である。

3水口

（位置）Ｆ-20グリッドに位置し、１１号水田と8号水田の境に位置する。

（規模・配水方向）１１b号畦畔と12号畦畔の途切れ部幅は約60cmで、水口を挟む水田間の落差は約10cmである。

配水方向は、１１号水田から8号水田である。

4水口

（位置）Ｅ-20グリッドに位置し、１１号水田と12号水田の境に位置する。

（規模・配水方向）１６号畦畔と12号畦畔の途切れ部幅は約30cmで、水口を挟む水田間の落差は約10cmである。

配水方向は、１１号水田から12号水田である。

5水口

（位置）Ｅ-20グリッドに位置し、１２号水田と13号水田の境に位置する。

（規模・配水方向）１７号畦畔と12号畦畔の途切れ部幅は約640cmで、水口を挟む水田間の落差は約20cmである。

配水方向は、１２号水田から13号水田である。

6水口

（位置）Ｃ-19グリッドに位置し、１３号水田と14号水田の境に位置する。

（規模・配水方向）１８号畦畔と13号畦畔の途切れ部幅は約50cmで、水口を挟む水田間の落差は約18cmほどで、

水の落ち際がやや深い窪みとなる。配水方向は、１３号水田から14号水田である。

７水口

（位置）Ｃ-19グリッドに位置し、１４号水田と10号水田の境に位置する。

（規模・配水方向）１３号畦畔と14号畦畔の途切れ部幅は約70cmで、水口を挟む水田間の落差は約10cmである。

配水方向は、１４号水田から10号水田である。

８水口

（位置）Ｇ-24グリッドに位置し、１８号水田と15号水田の西側境に位置する。

（規模・配水方向）２６号畦畔と24号畦畔の途切れ部幅は約40cmで、水口を挟む水田間の落差は約20cmである。

配水方向は、１８号水田から15号水田である。

（その他）８水口に接する26号畦畔端部上面には、馬の下顎骨が検出きれ、近接して木が植えられていた。

これらの遺構は、８号水口の水口まつりの痕跡と推定される。

９水口

（位置）Ｄ-22グリッドに位置し、１６号水田と17号水田の南側の境に位置する。

（規模・配水方向）２５号畦畔と22号畦畔の途切れ部幅は約30cmで、水口を挟む水田間の落差は約20cmである。

配水方向は、１６号水田から17号水田である。

10水口
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（位置）Ｃ-21グリッドに位置し、１３号水田と14号水田の北側境に位置する。

（規模．配水方向）２２号畦畔と18号畦畔の途切れ部幅は約40cmで、水口を挟む水田間の落差は約10cmである。

配水方向は、１３号水田から14号水田である。

11水口

（位置）Ｃ-22グリッドに位置し、１７号水田と14号水田の境に位置する。

（規模．配水方向）２２号畦畔と23号畦畔の途切れ部幅は約40cmで、水口を挟む水田間の落差は約10cmである。

配水方向は、１７号水田から14号水田である。

12水口

（位置）Ｄ-23グリッドに位置し、１６号水田と17号水田の北側の境に位置する。

（規模・配水方向）２５号畦畔と28号畦畔の途切れ部幅は約80cmで、水口を挟む水田間の落差は約10cmである。

配水方向は、１６号水田から17号水田である。

13水口

（位置）Ｇ-26グリッドに位置し、２１号水田と18号水田の境に位置する。

（規模・配水方向）３４号畦畔の途切れ部幅は上層の2号溝によって切られており不明である。水口を挟む水田

間の落差は約8cmである。配水方向は、２１号水田から18号水田である。

14水口

（位置）Ｆ-24グリッドに位置し、１８号水田と19号水田の南側の境に位置する。

（規模・配水方向）２７号畦畔と26号畦畔の途切れ部幅は約30cmで、水口を挟む水田間の落差は約50cmで、１９

号水田側の水落ち際が深く窪んでいる。配水方向は、１８号水田から19号水田である。

15水口

（位置）Ｃ-25グリッドに位置し、１９号水田と20号水田の北側境に位置する。

（規模・配水方向）３２号畦畔と33号畦畔の途切れ部幅は約70cmで、水口を挟む水田間の落差は約20cmである。
配水方向は、１９号水田から20号水田である。

16水口

（位置）Ｃ-25グリッドに位置し、２５号水田の南東隅に位置する。

（規模・配水方向）３８号畦畔と32号畦畔の途切れ部幅は約20cmで、水口を挟む水田間の落差は約20cmである。
配水方向は、２５号水田から20号水田である。

17水口

（位置）Ｆ-26グリッドに位置し、２１号水田と22号水田の、南側境に位置する。

（規模・配水方向）３５号畦畔と31号畦畔の途切れ部幅は約60cmで、水口を挟む水田間の落差は約20cmである。
配水方向は、２１号水田から22号水田である。

18水口

（位置）Ｅ-26グリッドに位置し、２３号水田と25号水田の境に位置する。

（規模・配水方向）３７号畦畔と32号畦畔の途切れ部幅は約80cmで、水口を挟む水田間の落差は約10cmである。
配水方向は、２３号水田から25号水田である。

19水口

（位置）Ｅ-27グリッドに位置し、２２号水田と25号水田の境に位置する。２０水口と連結している。

（規模・配水方向）４０号畦畔と37号畦畔の途切れ部幅は約50cm、４１号畦畔と37号畦畔の途切れ部幅約160cmで、

水口を挟む水田間の落差は約10cmである。配水方向は、２２号水田から25号水田である。
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20水口

（位置）Ｅ-28グリッドに位置し、２４号水田と25号水田の境に位置する。

（規模・配水方向）４１号畦畔と40号畦畔の途切れ部幅は約100cmで、水口を挟む水田間の落差は約20cmである。

配水方向は、２４号水田から25号水田である。

21水口

（位置）Ｂ-27グリッドに位置し、２５号水田と26号水田の境に位置する。

（規模・配水方向）４３号畦畔と38号畦畔の途切れ部幅は約20cmで、水口を挟む水田間の落差は約15cmである。

配水方向は、２５号水田から26号水田である。

22水口

（位置）Ｂ-27グリッドに位置し、２６号水田と20号水田の境に位置する。

（規模・配水方向）３８号畦畔と44号畦畔の途切れ部幅は約20cmで、水口を挟む水田間の落差は約10cmである。

配水方向は、２６号水田から20号水田である。

23水口

（位置）Ｂ-28グリッドに位置し、２４号水田と26号水田の境に位置する。

（規模・配水方向）調査区がこの地点で切れるため、水口幅は不明である。水口を挟む水田間の落差は約１０

ｃｍで、配水方向は24号水田から26号水田である。

24水口

（位置）Ｇ-17グリッドに位置し、２号水田と3号水田の境に位置する。

（規模．配水方向）２号畦畔は土盛をほとんどもたず、若干の段差をなし、それに接して24号水口が設けられ

ている。本水口は直径100cmほどの不整形の落ち込みとなっており、これが水落ち際の窪みと考えられる。水

口を挟む水田間の落差は約10cmである。配水方向は、２号水田から３号水田である。

４）溝（第28図）

溝は５条確認された。４号、５号溝はｌ～３号水田の南側を画するように東西に流路をとり、それらの排水

路として機能していたと思われる。また、７．８号溝は24号水田の北側にあり、その取水またはヌルメの役割

をもっていた可能性がある。６号溝は５号畦畔の中央部に切り込まれており、吠畝状の施設と考えられる。

４号溝

（位置）Ｅ～1-14～16グリッドに位置し、２区の南端部を西から東へ向かって流れる。東側で５号溝と

連結し、ｌ～３号水田に接する。

（形状・規模）確認部分は幅1.2～1.4ｍ、長き24ｍ、深さ0.4ｍほどの溝で、東端部は５号溝と連結する。ｌ～

３号水田の南側に位置しており、それらの水田の排水路と考えられる。

５号溝

（位置）Ｅ～１－１４．１５グリッドに位置し、２区の南端部を西から東へ向かって流れる。東側で４号溝と

連結する。

（形状・規模）確認部分は幅1.0m、長さ22ｍ，深さ0.4ｍほどの溝で、東端部は4号溝と連結する。

６号溝

（位置）Ｃ～Ｇ－１７．１８グリッドに位置し、５号畦畔に中央部に沿って西から東へ向かって流れる。

（形状・規模）確認部分は幅0.4～0.8ｍ、長さ22ｍ、深き0.3ｍほどの溝で、西端部は２号水田の北側で途切れ

る。２．３．５号水田の北側に位置しており、それらの水田の取水路として機能した吠畝と考えられる。
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7号溝

（位置）Ｄ～J-29グリッドに位置し、２区の北端部を西から東へ向かって流れる。東側で8号溝と交差し、

２４号水田の北側を区画する。

（形状・規模）確認部分は幅0.3～1.0m、長さ８ｍ、深さ0.1ｍほどの浅い溝で、２４号水田の取水路と考えられ

る。

８号溝

（位置）Ｄ～Ｅ-29グリッドに位置し、２区の北端部を西から東へ向かって流れる。７号溝と交差し、２４

号水田の北側を区画する。

（形状・規模）確認部分は幅1.0～1.5m、長さ11ｍ、深さ0.2ｍほどの浅い溝で、２４号水田の取水路と考えられ

る。

５）畦畔木

２区上層水田の38～43号畦畔上には、植栽された立ち木列（以下、畦畔木列）が検出されている。畦畔木の

間隔は0.3ｍ～３ｍほどで、ヤナギ属が最も多く認められる。また、針葉樹やキブシ、ウツギ属などの樹種も認め

られる。これらの詳細な内容は、第４章第３節を参照していただきたい。

３．平安～鎌倉時代の遺構と遺物（下層水田）

２区堆積層の11a層とした層上面に水田面及び水田遺構が検出された。この面は、上層水田下にある厚き10～

20cmのシルト質細砂層の直下に存在する。確認された遺構は、水田19面、畦畔29本、水口５ケ所があり、出土

遺物から平安時代後半～鎌倉時代（10世紀～13世紀）の時期のものと判断された。

ｌ）水田（第50図、第５表）

水田面は２区全体に渡って展開し、上層水田と同じく、地形に沿って北西から南東に向かって傾斜している。

水田の最高地点は44号水田で標高264.36m、最低地点は30号水田で標高263.18ｍあり、東西方向で20ｍの間に約

40cm、南北方向64mの間に約100cm傾斜している。水田面積は、最大の43号水田で320.44㎡、最小の35号水田で

32.23㎡と１区画の水田規模の差異が非常に大きい。

各水田内の落差は10～20cm程度で、同一水田内でも南東側が低くなっている。したがって、水田内の水配り

は上層水田と同様に北ないし西側の水田から供給され、南または東側の水田に排水されるシステムとなってい
る。

水田施設は、畦畔、水口などがある。

特殊な遺構としては、３８号水田東側の63号畦畔に近接して、オオムギ、コムギの炭化物集中地区が認められ、

内部から棒状竹製品と動物骨が出土している（第53図)。この時期の水田祭祁の一端を知る重要な資料である。

２）畦畔（第50図、第７表）

畦畔は29本確認されている。

畦畔の規模は、４９．５０号畦畔が最大で、下端幅1.8ｍ、高さ20cmを測る。また、４７号、４８号、５２号、５３号～５６

号、５９号、６０号、６３号～65号、６７～69号、７１号畦畔も下端幅が１ｍを超える大畦畔で、上層水田と比較して規

模の大きい畦畔が多く認められる。これらの主要畦畔の南北軸は、真北から２～10度ほど東偏して作られてい
る。
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３）水口（第50図）

水口は５ケ所確認きれた。この内、２８号、３０号水口は水田隅に設けられたコーナー型で、２６号、２７号水口は

畦畔の中央部切断型である。これらの水口は上層水田と同じく、自然地形を反映し、西から東、または北から

南へ向かって水が流れるように配置されている。

26水口

（位置）Ｈ-16グリッドに位置し、２７号水田と28号水田の境界に存在する。

（規模・配水方向）４５号畦畔の中央部を切断するように、幅約１ｍ、深き0.3m、長さ4.8mの溝状の窪みとなる。

２７号水田から28号水田へは10cm程落差が認められ、配水方向は27号水田から28号であるo

27水口

（位置）Ｇ-16グリッドに位置し、２８号水田と29号水田の境界に存在する。

（規模・配水方向）４６号畦畔の中央部を切断するように、幅約0.7m、深さ0.2m、長さ3mの溝状の窪みとなる。

２８号水田から29号水田へは10cm程落差が認められ、配水方向は28号水田から29号である。

28水口

（位置）Ｄ-17グリッドに位置し、３３号水田と30号水田の西側隅の境界に存在する。

（規模・配水方向）４９号畦畔と50号畦畔を切断するように設けられた、幅約0.7m程の水口である。３３号水田

から30号水田へは10～20cm程の落差が認められ、配水方向は33号水田から30号である。

29水口

（位置）Ｅ-25グリッドに位置し、４０号水田と41号水田の境界に存在する。

（規模．配水方向）６４号畦畔を切断するように設けられた、幅約1.0m程の水口である。４０号水田から41号水

田へは10～15cm程落差が認められ、配水方向は40号水田から41号である。本水口からは、水のコントロール

するための板が発見された。

（出土遺物）第81図174は、水口部に設置された水の制御板で、曲げ物の底板が転用されている。長さは32.3

ｃｍ、幅9.3cm、厚き1.2cmの板で、側面に目釘用の小穴が認めれれる。

30水口

（位置）Ｂ-27グリッドに位置し、４５号水田と41号水田の西側隅の境界に存在する。

（規模．配水方向）７２号畦畔と69号畦畔を切断するように設けられた、幅約0.6m程の水口である。４５号水田

から41号水田へは10～15cm程の落差が認められ、配水方向は45号水田から41号である。

4）炭化物集中地点（第53図）

（位置）Ｄ-23グリッドに位置する。６３号畦畔から2.5ｍほど西側の38号水田内に存在する。

（規模・形状）直径60cm程の不整円形の浅い掘込みに、コムギはい乳とオオムギ穎果、イネ穎の炭化物が集

中し、内部から先端部が焼けたタケ亜科の木材片が出土している。また、近接して動物上腕骨が出土してい

る。

５）杭列（第65～67図、第82～83図189～219）

２区下層水田の中で、幹線的な役割をもったと考えられる69号畦畔、６７号畦畔には畦畔を杭補強した痕跡が

確認きれている。第４章第３節の第165図ように、杭列は69号畦畔の北側端部に集中し、６７号畦畔ではほぼ一列

に打ち込まれている。これらの杭は、水田上部に出た頭部が洪水等で欠損しており使用当時の長ざが明らかで

はないが、短いもので長さ17cm、長いもので77cmを測る。太さは4～5cmで、先端部を尖らせて打ち込まれてい
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る。杭の断面を観察すると母材をみかん割りに分割したものと考えられる。

樹種同定の結果、杭に使用きれた材は、ヒノキ属が多く、スギ、クリ、トウヒ属、カラマツなども用いられ

ている。

６）出土遺物とその出土状況（第81～84図）

２区下層水田に伴う遺物は、土師器、土師質土器、陶磁器、木製品などがある。

土師器（161）Ｄ-17グリッド､下層水田から出土した土師器坪の口縁部破片である。口縁部は玉縁状の口縁と

なり、甲斐型土器皿期に比定され、下層水田の上限が平安時代後期の10世紀とする根拠としている。

土師質土器（159.160）いずれも口縁部で、159は口縁端部が尖る坪、160は胴部がやや内湾した皿である。

木製品（162～174,189～219）162は内外面に黒色の漆を塗った椀である。163は41号水田の中のＤ-24グリ

ッドから出土した木製笛で、長き5.1cm、直径1.4cmの円筒形の中心部に孔を貫通させ、上部に吹口を削り出して

いる。164～172は、棒状の木製品である。この内、170は両端部を尖らせた、断面円形の形状を示し、箸状の木

製品と判断される。１７１．１７２は先端部を尖らせた斎串状の木製品で、171では頭頂部を２つに割いている。また、

172では両端部が焼けて炭化している。１７３．１７４は曲物の底板で、いずれも破損品を転用して、水口の板などに

使用していたと考えられる。173では固定のための桜の皮が残きれており、174では側面に目釘穴が見られる。
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泌
塑
一
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』

2６４．０００

層名

、 ２区Ａ地点

264.0
2２

２１

263.000

層名 粒径区分 色鯛 特色

１７ａ /ルト 黒褐2.5Y3/１ 植物遺体

１７ｂ /ルト質細砂 灰N6/１ 植物遺体

１８ａ シルト質細砂 オリーブ褐2.5Y4/３ 植物遺体

１８ｂ 細砂 灰黄褐10YR6/２ 植物遺体

１９ａ シルト質細砂 灰N6/１ 植物遺体

１９ｂ 細砂 黄灰2.5Y6/１ 植物遺体

２０ａ シルト質細砂 灰N6/１

２１ａ シルト 黒褐10YR3/１

２２ｂ 細砂 暗灰黄2.5Y5/２

２３ａ シルト質細砂 暗灰黄2.5Y5/２

２３ｂ 細砂 暗灰黄2.5Y5/２

２４ａ シルト 黒褐10YR3/１

25ａ シルト 黒褐10YR3/１ 植物遺体

２６ｂ 粗砂 灰N6/１

２７ｂ 細砂 灰N6/１

２８ｂ シルト質細砂 灰N6/１

２９ｂ 粗砂 灰N6/１

３０ｂ 粗砂 灰N6/１

３１ａ 粗砂 灰N6/１ 植物遺体

３２ｂ 中磯 オリーブ灰2.5GY5/１

層名 粒径区分 色鯛 特色
1ａ シルト 褐灰7.5YR6/１ 鉄分斑文

lａ 中砂 褐灰7.5YR5/１ 鉄分斑文

２ シルト質細砂 褐灰7.5YR5/１ 鉄分透文
３

４

５

６

中磯

シルト

砂喋

砂磯

褐灰7.5YR6/１

黒褐7.5YR3/１

褐7.5YR5/６

灰7.5YR4/１

3溝

7ａ 中磯 灰7.5YR4/１

7ｂ 中磯 褐灰7.5YR5/１ 鉄分斑文
8ａ 粗砂 黄灰2.5Y5/１

8ｂ 細砂 暗灰黄2.5Y5/２

9ａ /ルト質細砂 暗灰黄2.5Y4/２ 上層水田面（中世後半）
9ｂ 'ルト質細砂 暗灰黄2.5Y4/２

l０ｂ 'ルト質細砂 灰N6/１

１１ａ 'ルト 黒2.5Y2/１ 下層水田面（古代末～中世前半）
1lｂ 'ルト 黒褐2.5Y3/１

l２ｂ 'ルト 灰N6/１

１３ａ 'ルト 暗灰黄2.5Y5/２

l４ａ 'ルト 黒2.5Y2/１ 植物遺体を含む
l５ａ シルト 黒褐2.5Y3/１ 1ミリ大の白色砂を含む

１６ｂ シルト＋粗砂
黒褐2.5Ｙ３/１

灰N6/１
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